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目 的

金時類の生育と気象条件の関係を明らかにし、①金時類の品質・収量を安定させる播
種適期を設定し、②窒素追肥が収穫適期に及ぼす影響を解明する。

・播種期や基肥量によらず、追肥により莢数、一莢内粒数や百粒重が増加し、増
収となったが、倒伏が増加し、葉落ちも遅れる傾向があった。

・「大正金時」では、おおむね播種期が遅い方が百粒重が重く、子実重も多い傾向
にあった。一方、晩生の「福勝」や「かちどき（十育B81号）」では、晩播・極晩播区の
収量については、標準かやや劣る傾向であった。

成 果

①金時類の品質・収量を安定化させる播種適期の設定

②窒素追肥が収穫適期に及ぼす影響の解明

窒素追肥が金時類の生育・収量・品質に及ぼす影響（十勝農試）

平成２９年度豆類振興事業助成金（試験研究）の成果概要の要約
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